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万
作
に

　
　
　
大
砂
土
東
地
区

　
　
　
　
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
会
長
　
榎
本
　
房
雄

　
春
は
も
う
そ
こ
ま
で
、
万
物
萌

え
出
ず
る
好
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

地
区
の
皆
様
お
元
気
で
す
か
。

　
大
砂
土
東
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
に
つ
い
て
は
、
日
頃
か
ら
ご
支

援
ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
地
区
の
社
会
福
祉
協
議
会
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
を
模
索
し
な
が
ら
、

十
八
年
度
は
地
域
福
祉
の
充
実
を

目
標
に
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
・
ふ

れ
あ
い
会
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
民
生
児
童
委
員
さ

ん
の
ご
協
力
で
活
動
を
続
け
て
来

ま
し
た
。
ま
た
、
各
種
募
金
に
つ

き
ま
し
て
も
自
治
会
各
位
の
お
骨

折
り
で
目
標
を
達
成
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　
近
年
の
世
相
は
、
な
ん
と
も
や

り
き
れ
な
い
思
い
が
致
し
ま
す
。

生
き
る
喜
び
Ｉ
命
を
大
切
に
Ｉ
お

互
い
が
思
い
や
り
の
心
を
育
む
こ

と
が
必
要
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
、
「
お

は
よ
う
」
「
こ
ん
に
ち
は
」
の
日
常

の
あ
い
さ
つ
、
こ
れ
が
お
互
い
の

心
を
和
や
か
に
す
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
福
祉
の
根
源
は
こ

こ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
も

心
の
ふ
れ
あ
い
の
精
神
を
モ
ッ
ト

ー
に
地
域
福
祉
の
充
実
を
進
め
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と

も
何
分
の
ご
支
援
ご
協
力
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
十
九
年
度
に
お
い
て
は
、
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
の
拡
充
・
青
少
年
福
祉
・

世
代
間
交
流
な
ど
を
積
極
的
に
進

め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

当
地
区
社
協
の
新
事
業
と
し
て
「
車

椅
子
の
貸
し
出
し
」
を
十
九
年
四

月
か
ら
実
施
す
る
こ
と
と
致
し
ま

し
た
。
詳
細
は
別
途
お
知
ら
せ
致

し
ま
す
。
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折
り
紙
と
ぬ
り
絵

　
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
開
催

　
平
成
十
八
年
度
事
業
と
し
て
、

高
齢
者
の
方
々
が
い
き
い
き
と
ふ

れ
あ
え
る
「
折
り
紙
教
室
」
と
「
大

人
の
ぬ
り
絵
教
室
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
十
一
月
十
四
日
、
当
地
区
社
会

福
祉
協
議
会
事
務
所
で
「
折
り
紙

教
室
」
を
堀
崎
町
在
住
の
左
方
先

生
の
ご
指
導
で
、
江
戸
襖
模
様
の

着
物
を
折
り
色
紙
に
貼
付
け
て
完

成
さ
せ
ま
す
。
約
二
時
間
の
間
、

楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

　
折
り
紙
は
指
を
使
う
こ
と
に
よ
り
、

脳
の
活
性
化
に
効
果
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

折り紙教室

　
（
参
加
　
男
性
二
名
、
女
性
十
八
名
）

　
ま
た
、
十
一
月
二
十
一
日
、
東

大
宮
自
治
会
館
で
「
大
人
の
ぬ
り

絵
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
す
ぐ
に
ぬ
れ
る
美
し
い
オ
リ
ジ

ナ
ル
原
画
付
き
教
材
を
使
用
、
自

分
で
選
ん
だ
ペ
ー
ジ
を
色
鉛
筆
で

ぬ
っ
て
完
成
さ
せ
ま
す
。
ぬ
り
絵

を
す
る
間
も
、
明
る
い
会
話
が
絶

え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ぬ
り
絵
は
前
頭
葉
の
血
流
を
よ

く
す
る
と
も
言
わ
れ
、
熱
中
す
る

こ
と
で
ス
ト
レ
ス
の
解
消
に
役
立

つ
よ
う
で
す
。

　
（
参
加
　
男
性
二
名
、
女
性
十
八
名
）

　
二
回
目
の
教
室
を
二
月
に
開
催

し
ま
し
た
。

大人のぬり絵教室

f
z
4
.
'
~
4
.
.
4
'
.
.
l
.
‘
l
‘
"
÷
÷
’
÷
･
＋
’
÷
‐
4
s
'
=
4
･
.
.
4
‐
.
'
4
‐
=
･
4
'
‘
4
'
l
'

い
会
食
サ
ー
ビ
ス

パ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
'
;
'

４
‐
’
÷
ｉ
÷
Ｊ
÷
‘
÷
‘
4
s
'
｡
4
s
｡

4
"
4
'
｡
4
.

~
4
｡
｡
4
‘

　
　
「
つ
く
し
の
会
」
十
七
年

　
平
成
二
年
、
社
会
福
祉
協
議
会

と
公
民
館
と
の
共
催
で
、
地
域
の

単
身
者
（
七
十
歳
以
上
）
の
方
に
月

｝
回
の
会
食
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
と

い
う
事
業
が
計
画
さ
れ
、
講
習
会

が
催
さ
れ
ま
し
た
。
つ
く
し
の
会
は
、

そ
の
講
習
会
の
終
了
後
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
集
ま
っ
た
仲
間
の

会
で
す
。

　
発
足
し
て
十
七
年
、
「
会
食
の
つ

ど
い
」
の
時
の
調
理
・
お
も
て
な

し
の
協
力
が
主
な
活
動
で
す
。

　
会
員
の
皆
で
季
節
の
食
材
を
取

り
入
れ
た
献
立
を
考
え
、
栄
養
士

さ
ん
（
会
員
）
に
よ
る
カ
ロ
リ
ー
計

算
、
体
に
優
し
い
、
美
味
し
い
食

事
作
り
を
す
る
よ
う
心
が
け
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
食
事
の
前
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
音
楽
会
や
季
節
の

行
事
（
初
釜
、
雛
祭
り
、
七
夕
等
）

を
行
い
、
食
事
を
通
し
て
の
暖
か

い
雰
囲
気
作
り
を
心
が
け
、
私
達

自
身
の
向
上
と
高
齢
者
の
方
達
と

の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
考
え
て
い

ま
す
。

つくしの会

　
「
ア
ッ
プ
ル
の
会
」
第
百
回

　
平
成
十
八
年
十
二
月
二
十
六
日
、

第
百
回
「
会
食
の
つ
ど
い
」
を
東
大

宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
ま
し
た
。

　
見
沼
区
長
を
は
じ
め
、
地
域
代

表
四
名
の
方
々
に
祝
辞
と
激
励
の

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
ど
も
サ
ン
タ
が
参
加
者
▽
人

一
人
に
記
念
品
を
贈
呈
し
、
記
念

撮
影
を
行
う
と
と
も
に
、
全
員
で

ク
ラ
ッ
カ
ー
を
打
ち
上
げ
、
終
了

し
ま
し
た
。

　
第
一
回
目
の
「
会
食
の
つ
ど
い
」

は
平
成
九
年
十
二
月
十
六
日
。
こ

の
会
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
、

ま
ず
初
め
に
地
域
の
民
生
児
童
委

員
の
協
力
の
も
と
、
七
十
歳
以
上

の
高
齢
者
の
把
握
と
参
加
の
有
無

の
確
認
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
の
開
講
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

　
月
日
の
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、

参
加
す
る
高
齢
者
の
皆
さ
ん
よ
り

い
た
だ
く
ご
好
評
を
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
、
こ
こ
に
第
百
回
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
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今
回
の
島
町
の
敬
老
会
対
象
者

二
百
五
十
五
名
の
皆
様
に
ご
案
内

申
し
上
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
代
理

人
を
含
め
九
十
八
％
の
参
加
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
会
場
の
島
町
自
治
会
館
で
、
記

念
式
典
、
敬
老
会
余
興
、
民
謡
、

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
、
よ
さ
こ
い
鳴
子

踊
り
、
ハ
本
節
、
和
太
鼓
、
「
島
町

槐
太
鼓
」
、
カ
ラ
オ
ケ
等
。

　
対
象
者
全
員
に
記
念
品
を
配
布
、

最
後
ま
で
空
席
に
な
ら
ず
、
盛
会

で
し
た
。

※
太
砂
土
東
地
区
の
敬
老
会
が
開

催
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
二
十
三
年

三
月
六
日
。
太
砂
土
東
小
学
校
木

造
校
舎
三
教
室
を
開
放
、
当
時
の

大
和
田
町
、
砂
町
、
島
町
、
堀
崎

町
の
在
住
敬
老
者
皆
様
に
ご
案
内

申
し
上
げ
、
座
布
団
持
参
で
ご
参

加
い
た
だ
き
、
式
典
、
学
童
の
学

芸
会
等
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
思
い

出
さ
れ
ま
す
。

ごム　ふ

／口　Ｚｉ
自町島

‐
‐
‐
‐
‐
、
‐
‘
‐
‐
。
’
‐
‐
~
‐
‐
‐
‐
”
’
‐
‘
‘
‘
‐
‐
‐
’
。
‐
~
Ｉ

:
1
；
ｉ
。
ｉ
。
。
’
、
１
。
１
Ｉ
Ｉ
１
１
！
－
；
―
ｌ
ｊ
．
‘
！
Ｉ
Ｉ
１
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｆ
ｉ
ｌ
？
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
！
き
り
～
一

一
　

堀
崎
町
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治
会
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「
堀
崎
町
敬
老
の
つ
ど
い
」
の
対

象
者
は
五
百
五
名
で
し
た
。

　
第
一
部
の
式
典
で
は
、
見
沼
区

長
を
は
じ
め
多
く
の
来
賓
が
出
席

の
中
、
敬
老
者
へ
の
記
念
品
贈
呈

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
第
二
部
演
芸
で
は
、
子
供
舞
踏

武
州
太
鼓
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
コ
ー

ラ
ス
と
い
っ
た
町
内
の
有
志
団
体

に
よ
る
演
目
が
披
露
さ
れ
、
会
場

に
出
席
さ
れ
て
い
た
約
百
三
十
名

の
敬
老
者
の
方
々
に
喜
ん
で
い
た

だ
き
、
盛
況
の
う
ち
に
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
民
生
委
員
さ
ん
に
は
式

典
終
了
後
に
、
当
日
受
付
に
来
ら

れ
な
か
っ
た
方
へ
の
記
念
品
配
り

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
苦

労
さ
ま
で
し
た
。
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堀崎町自治会

　
昨
年
を
上
回
る
約
二
百
名
の
敬

老
者
を
東
大
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
に
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
束
大
宮
自
治
会
連
絡

協
議
会
は
、
束
大
宮
西
口
の
七
自

治
会
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
式
典
一
部
は
厳
粛
な
雰
囲
気
の

も
と
、
松
井
協
議
会
会
長
の
開
会

宣
言
に
始
ま
り
、
見
沼
区
長
、
見

沼
小
学
校
長
の
祝
辞
等
々
粛
々
と

進
み
、
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　
二
部
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、

ぐ
っ
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
中
で
、

美
人
若
手
演
歌
歌
手
の
美
声
と
客

席
中
を
廻
り
な
が
ら
の
満
点
の
サ

ー
ビ
ス
精
神
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

敬
老
者
の
方
々
に
大
変
喜
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。
中
に
は
自
分
の

故
郷
の
歌
で
す
と
感
激
し
、
お
帰

り
に
な
っ
た
方
も
お
り
ま
し
た
。

東大宮自治会連絡協議会
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大
和
田
地
区
四
自
治
会
主
催
に

よ
り
、
大
宮
商
業
高
校
体
育
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
マ
ン
モ
ス
地
域

な
の
で
招
待
者
は
実
に
千
三
百
十

二
人
を
数
え
ま
し
た
。

　
来
賓
と
し
て
さ
い
た
ま
市
長
を

は
じ
め
、
大
宮
束
警
察
署
長
、
各

議
会
の
諸
先
生
を
お
迎
え
し
て
、

盛
会
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
第
一
部
の
式
典
は
、
実
行
委
員

長
の
挨
拶
に
続
き
、
来
賓
の
方
々

の
長
寿
を
祝
う
祝
辞
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
特
に
東
警
察
の
署
長
さ

ん
か
ら
は
、
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止
に
つ
い
て
事
例
を
あ
げ
て
の

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
当
地
区
に
百
歳
の
長
寿
の
方
も

お
ら
れ
、
長
寿
を
祝
っ
て
記
念
品

の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

　
第
二
部
の
演
芸
は
、
地
元
有
志

の
民
謡
、
そ
し
て
吟
詠
と
詩
舞
、

さ
ら
に
大
和
田
幼
稚
園
児
の
歌
と

遊
戯
。
こ
の
時
に
は
園
児
の
父
兄

も
参
加
し
て
、
会
場
内
は
満
席
の

盛
況
で
し
た
。

区地田和大

　

東

大

宮

自

治

会
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百
十
名
の
出
席
参
加
を
い
た
だ
き
、

束
大
宮
自
治
会
館
に
お
い
て
開
催

し
ま
し
た
。

　
最
初
に
、
式
典
が
行
わ
れ
、
来

賓
と
し
て
見
沼
区
長
、
介
護
課
長
、

大
砂
土
東
公
民
館
長
等
の
出
席
を

賜
り
、
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、

さ
い
た
ま
市
か
ら
の
記
念
品
、
さ

ら
に
地
区
民
生
委
員
の
心
を
込
め

た
手
作
り
の
巾
着
袋
等
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
敬
老
者

の
代
表
か
ら
謝
辞
が
あ
り
、
第
一

部
の
式
典
は
滞
り
な
く
終
了
し
ま

し
た
。

　
続
い
て
第
二
部
の
演
芸
が
開
始

さ
れ
、
出
席
者
に
は
茶
菓
子
、
軽

食
が
配
ら
れ
て
和
や
か
な
中
、
舞
踏
、

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
演
奏
、
草
笛
な

ど
次
々
に
演
芸
が
披
露
さ
れ
、
最

後
に
「
青
い
山
脈
」
を
大
合
唱
し
て

楽
し
い
一
時
が
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
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四
月
一
日
よ
り

　
　
車
椅
子
の
貸
出
し
を

　
　
　
　
　
　
始
め
ま
す
″
‥

　
大
砂
土
東
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
で
は
、
こ
の
度
自
走
式
を
一
台
、

介
助
式
を
二
台
、
計
三
台
の
車
椅

子
を
購
入
し
、
新
事
業
と
し
て
車

椅
子
の
貸
出
し
を
始
め
ま
す
。

○
貸
出
し
は
四
月
一
日
か
ら

○
貸
出
し
期
間
は
最
長
一
ケ
月
間

○
料
金
は
無
料

ご
利
用
ご
希
望
の
方
は
、

大
砂
土
東
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

事
務
所
ま
で
。

住
所
　
見
沼
区
大
和
田
町

　
　
　
　
　
　
一
の
一
三
八
七
の
一

電
話
　
○
四
八
（
六
八
七
）
七
九
三
五

一
一
一
、
ふ
’
・
ふ
・
・
？
φ
中
条
条
を
、
小
小
少
々
今
や
φ
や
い

ダ
地
域
包
括
の
新
サ
ロ
ン
七
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口
腔
機
能
を
守
っ
て
。

　
い
つ
ま
で
も
い
き
い
き
と

　
　
「
お
口
の
健
康
教
室
」
開
催

　
一
月
二
十
五
日
に
見
沼
区
内
の

三
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
共
催

に
よ
る
「
お
目
の
健
康
教
室
」
が
大

砂
土
束
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
事

務
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
歯
科
医
師
会
の
羽
馬
草
先
生
の

お
話
や
三
人
の
歯
科
衛
生
上
さ
ん

の
楽
し
い
指
導
の
も
と
、
風
船
ふ

く
ら
ま
し
や
、
音
楽
に
合
わ
せ
て

の
お
目
の
体
操
、
グ
ル
ー
プ
別
で

お
目
の
相
談
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
大
和
田
で

は
、
今
後
も
地
域
支
援
事
業
と
し

て
、
毎
月
一
度
の
サ
ロ
ン
開
催
を

大
砂
土
東
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

と
の
共
催
で
行
う
予
定
で
す
。

是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

　
三
月
の
サ
ロ
ン
は
。

　
三
月
二
十
九
日
（
木
）
運
動
教
室

で
す
。

　
詳
し
く
は
、
大
砂
土
東
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
事
務
所
ま
で
。

々φφ.φ.･φ

おロの健康教室
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赤
い
羽
根
街
頭
募
金
を
実
施
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募
金
額
、
六
一
、
五
六
三
円
を
埼

玉
県
共
同
募
全
会
へ
振
込
み
ま
し

た
。

赤い羽根街頭募金
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平
成
十
八
年
炭
火
砂
土
束
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
の
募
金
額
は
次

の
通
り
で
す
。

　
○
日
本
赤
十
字
募
金

　
　
　
　
　
三
石
二
六
、
四
七
八
円

　
○
賛
助
会
費

　
　
　
　
　
一
、
〇
九
ス
ー
○
○
円

　
○
赤
い
羽
根
募
金

　
　
　
　
　
三
、
四
二
二
、
九
五
三
円

　
○
歳
末
助
け
合
い
募
金

　
　
　
　
　
一
、
一
七
七
、
九
五
回
円

　
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
努
力
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

らし」とありましたが、「70歳以上」の誤りです。前号（第４号）の「ふれあい会食サービス」紹介の記事中に「65歳以上の一人暮
お詫びして訂正致します。

お詫びと訂正




